
5　保健師活動

　令和元年度、健康生きがい部の保健師配置は、保健所14名、健康福祉センター51名、おとしより保健

福祉センター8名、介護保険課3名、総計76名となっている。

　保健師活動は妊婦・乳幼児から高齢者まで、個人及び家族、地域住民を対象とし、健康増進、疾病予

防、早期発見、リハビリテーションまでの健康の各レベルに応じた相談支援を行っている。

　以下、地区担当制のもとで相談支援を行っている健康福祉センターの保健師活動の実績をあらわす。

（1）　個別支援活動＜健康福祉センター＞

　　①　家庭訪問

　地区活動の中で最も基本的で重要な活動である。対象者が生活している場で面接することで、問

題の要因等を的確に把握でき、個別性に応じた相談支援を行っている。

　　②　面接相談・電話相談・その他文書による相談

　面接相談では健康上の問題を抱えて来所する場合や、医療費の公費負担申請時等に適切な助

言を行っている。電話相談は手軽に相談できる手段であり、随時対応している。また、必要に応じて、

家庭訪問につなげるなど、継続支援を行っている。

表5-1　対象者別個別支援活動の実績（延数） （令和元年度）

指導方法
家庭訪問 面接相談 電話相談

その他
文書の相談対象別

精 神 障 が い 1,428             2,809             11,227           223               

生 活 習 慣 病 3                  42                 105               -                  

365               

産 婦 1,767             258               1,445             86                 

難 病 145               263               326               22                 

母
子

妊 婦 120               4,134             2,573             

乳 児 2,337             580               6,480             391               

幼 児 603               664               4,397             408               

-                  

エ イ ズ -                  1                  1                  -                  
そ
の
他

結 核 1                  -                  20                 -                  

感 染 症 -                  22                 697               

心 身 障 が い 33                 40                 270               5                  

長 期 療 養 児 75                 54                 210               8                  

虚 弱 高 齢 者 1                  43                 109               -                  

公 害 認 定 等 -                  1                  7                  1                  

そ の 他 40                 125               534               6                  

総 件 数 6,553             9,036             28,401           1,515             

（ 再 掲 ） 虐 待 396               314               1,145             74                 

13                 

60                 

高 齢 者 2                  2                  5                  1                  
内
訳

児 童 325               213               866               

そ の 他 69                 99                 274               
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　　③　関係機関連絡及び連携

　療養生活支援・相談援助を行う上での必要な関係機関と連携を図っている。相談内容が

多様化複雑化してきている中、幅広い関係機関との連絡調整がますます重要になってきている。

保健関係…保健所、他区等保健所、都立精神保健福祉センター、子ども発達支援センターなど

医療関係…医療機関、訪問看護ステーションなど

福祉関係…子ども家庭支援センター、児童相談所、福祉事務所、保育園、児童発達支援事業所

 　　　　      おとしより保健福祉センター、おとしより相談センター、障がい福祉施設など

 その他  …警察、学校、教育相談所、社会復帰調整官、その他民間施設など

表5-2　対象者別関係機関連絡及び連携実績(延数) （令和元年度）

 （2）　地域健康支援活動＜健康福祉センター＞

　乳幼児期から高齢期までの幅広い年齢層に対して、地域の自主グループなどに出向いて

健康教育を行い、疾病予防や健康の保持増進、健康づくり等の知識・技術を実践を通して伝え、

意識の啓発と共に行動変容を促している。

表5-3　地域健康支援活動実績 （令和元年度）  

関係機関
総数 保健関係 医療関係 福祉関係 その他

対象別

母 子 8,625        2,005        1,834        4,640        146           

精 神 障 が い 8,659        729           2,294        5,113        523           

18            

産 婦 1,075        197           342           528           8              内
訳

妊 婦 1,241        360           391           472           

乳 児 3,189        863           913           

長 期 療 養 児 339           63            169           101           6              

1,364        49            

幼 児 3,120        585           188           2,276        71            

そ の 他 675           55            145           442           33            

難 病 650           71            287           281           11            

（ 再 掲 ） 虐 待 3,065        277           453           2,267        68            

総 件 数 18,948      2,923        4,729        10,577      719           

449           26            

対 象 主 な テ ー マ 実施回数 参加者数（延）

39            

高 齢 者 31            1              8              19            3              
内
訳

児 童 2,400        237           325           1,799        

そ の 他 634           39            120           

高 齢 期 熱中症予防、介護予防、脳トレ等 169 2,806

総　　　　　　　　　　　計 209 4,157

乳 幼 児 期 小児期の感染症、育児について等 37 767

壮 年期 ・中 年期 健診結果の見方、メンタルヘルス等 3 584
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 （3）　地区組織活動＜健康福祉センター＞

いる。主に地域の母と子を対象に、子育てに関する仲間づくりと子育て支援を目的とした活動や、

閉じこもり等の予防のために活動するグループに対し、他の専門職種とともに支援を行っている。

表5-4　地区組織活動の実績 （令和元年度）

 （4）　地域イベントでの健康づくり普及啓発活動＜健康福祉センター＞

　住民と行政の協働型の健康づくり活動の一環として、地域でのイベントに参加し、健康につい

ての情報提供や健康づくり活動の普及・啓発を行っている。

表5-5　健康づくり普及啓発活動状況 （令和元年度）

 （5）　保健師・助産師・看護師学生の実習＜健康福祉センター・健康推進課＞

　保健師・助産師・看護師をめざす学生に対して、保健師の地域活動を中心に教育指導を

行っている。

表5-6　保健師・助産師・看護師学生の実習実績 （令和元年度）

 地域で自主的に活動しているグループの健康づくりの支援や、新たなグループの育成を行って

項目 総    数 板    橋 上板橋 赤    塚 志    村 高島平

1

実施回数 81 17 22 17 19 11

グループ数 16 3 3 3 5

96

地 域 イベント 主　な　企　画

板 橋 健康月間 健康づくりに関するポスター掲示、パンフレット配付

参加人数 677 227 153 131 108

赤塚
健康月間 スマートライフのポスター掲示、板橋区健康プランの掲示

農業まつり 大腸がんクイズラリー、健康おみくじ、健康相談

上板橋
健康月間 スマートライフのポスター掲示、握力測定・適正塩分味噌汁試飲など

まもりん坊まつり 豆つかみゲーム、握力測定、健康おみくじ

志村 健康月間 健康づくりに関するポスター掲示、パンフレット配布

高 島 平
高島平まつり 握力測定、健康に関する展示、健康クイズ、パンフレット配布

健康月間 生活習慣病予防に関するポスター掲示、パンフレット配布

実 人 数 56 20 - 36

総　　数 保健師学生 助産師学生 看護師学生

延 人 数 416 380 - 36
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6　各種疾病の予防

（1）  健康教育＜健康福祉センター＞

　生活習慣病の予防、健康増進等健康に関する正しい知識の普及を図ることにより、｢自らの

健康は自ら守る」という認識と自覚を高め、健康を保持するために健康教育講演会等や、健診

などの機会を捉えた幅広い年齢層への働きかけを行っている。また、センターの専門職員が

地域に出向いて健康支援講座を実施している。

　平成２８年度より「生活習慣病予防事業」を統合した。

表6-1　健康教育実施状況 （令和元年度）

※　（　）は健康福祉センター職員実施分である。

初めての健康づくり運動

家庭でできる運動指導を行い、運動習慣の定着を支援している。

表6-2　初めての健康づくり運動実施状況

各種イベント（桜まつり、農業まつり等）を通じて、健康増進の普及・啓発に取り組んでいる。

表6-3　健康増進普及啓発実施状況

④ 板橋区健康月間

   板橋区では9月を健康月間とし、健康福祉センター内や地域イベント等において、健康づくりに

関する講座、展示やリーフレット配布等を行っている。

表6-4　健康月間実施状況　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和元年度）

①　健康教育

種　　　　別 回　　数 参 加 者 数

歯 周 疾 患 27 (27) 370 (370)

病態別生活習慣改善予防教室 5 (-) 193 (-)

一 般 健 康 教 育 316 (315) 6,100 (6,072)

COPD(慢性閉塞性肺疾患)講演会 1 (-) 13 (-)

が ん 予 防 健 康 教 育 2 (-) 82 (-)

③　健康増進普及啓発

総　　　　　数 351 (342) 6,758 (6,442)

②　生活習慣病予防事業

実 施 回 数 35

参 加 者 数 （ 延 ） 1,246

（令和元年度）

回数 6回 延人数 1,436人

（令和元年度）

高島平 パネル展示、リーフレット配布

実施場所

板橋 パネル展示、リーフレット配布

上板橋 適正塩分味噌汁試飲、乳がんモデル触知、唾液緩衝能テスト

赤塚 パネル展示、リーフレット配布

志村

実施内容

パネル展示、リーフレット配布

各健康福祉センター内
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（2）  がん検診＜健康推進課＞

　がんによる死亡は昭和51年以降本区における死因の第1位を占め続けている。

　区では、がんの早期発見を目的として、各種のがん検診を実施している。 また、必要に応じ精密

検査の受診を勧奨している。

①　胃がん検診

  40歳以上の区民を対象として、区役所、区内の施設において、検診車などで問診及び胃部X線

検査を実施している。

表6-5 胃がん検診（エックス線検査）実施状況 （令和元年度）

②　胃がん検診（内視鏡検査）

  50・52・54・56・58歳の区民を対象として、区内の実施医療機関において、問診及び胃部内視鏡

検査を実施している。（令和元年度から開始）

表6-6 胃がん検診（内視鏡検査）実施状況 （令和元年度）

女 319          297           

2              

年      齢 性 別 実施回数 受診者数
検 診 結 果

異常なし 要精密検査 判定不能

総　　数

113      3,737        3,400        333           4              

男 1,640        1,486        152           

女 2,097        1,914        181           2              

14            -              

女 463          444           18            

60～69歳
男 394          362           32            -              

女 518          

40～49歳
男 200          186           

475           43            -              

1              

50～59歳
男 207          184           22            1              

22            -              

-              

70～79歳
男 645          579           65            1              

女 658          577           

80歳以上
男 194          175           19            -              

女 139          121           18            

80            1              

52歳
男 13            12            -              1              -              

女 64            63            1              -              -              

性 別 受診者数

50歳
男 25            25            -              -              -              

女 63            56            1              6              -              

検　　　診　　　結　　　果

異常なし

-              1              

要精密検査 要経過観察 判定不能

総　　数

370           345          7              18            -              

男 92            88            1              3              -              

女 278           257          6              15            -              

年      齢

54歳
男 15            14            -              1              -              

女 45            40            3              2              -              

-              

女

58歳
男 19            18            1              -              -              

女 56            51            1              4              -              

50            47            -              3              -              
56歳

男 20            19            
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③　子宮がん検診

　20歳～29歳及び30歳以上偶数年齢の女性区民を対象に、区内の実施医療機関で問診、

視診、細胞診（子宮頸部。ただし、一定の条件に該当し、医師が必要と認めた場合には子宮

体部も実施）、内診を実施している。

表6-7　子宮がん検診実施状況 （令和元年度）

※　平成21年度から女性特有のがん検診推進事業を実施している。受診者数（内数）185人

④　肺がん検診

  40歳以上の区民を対象として、区役所、区内の施設において、検診車などで実施している。

  検診は、問診及び胸部X線撮影を受診者全員に実施するほか、多量喫煙者には、かくたん

細胞診検査を実施している。

表6-8　肺がん検診実施状況 （令和元年度）

　

20～29歳 879           

30～39歳 2,114        

40～49歳 2,595        

年   齢 受診者数
検　診　結　果

異常なし 要 指 導 要精密検査 判定不能

総　　数 9,545        9,386        23            134           2              

858           -              21            -              

2,052        8              54            -              

2,545        12            37            1              

88            392           19            

総　　数

113      4,114        315           3,944        170           

40～49歳
男 223           -              223           -              

50～59歳 2,153        2,131        3              19            -              

60～69歳 1,145        1,143        -              2              -              

70～79歳 598           596           -              1              1              

80歳以上 61            61            -              -              -              

年      齢 性 別 実施回数 受診者数

検 診 結 果

かくたん検査 異常なし 要精密検査 判定不能

-              

男 1,775        266           1,689        86            -              

女 2,339        49            2,255        84            -              

-              

女 514           1              505           9              -              

50～59歳
男 242           53            232           10            -              

女 450           12            438           12            -              

-              

女 523           18            503           20            -              

70～79歳
男 688           106           647           41            -              

女 693           17            664           29            -              

60～69歳
男 411           

80歳以上
男 211           19            195           16            -              

女 159           1              145           14            -              
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⑤　乳がん検診

  40歳以上偶数年齢の女性区民を対象に、区内の実施医療機関で行っている。

  検査方法は、撮影医療機関によるマンモグラフィ（乳房X線撮影）検査と問診

を実施している。

表6-9　乳がん検診実施状況 （令和元年度）

※　平成21年度から女性特有のがん検診推進事業を実施している。受診者数（内数）596人

⑥　前立腺がん検診

  55歳・60歳・65歳・70歳・７5歳の男性区民を対象に、問診、血液検査（PSA測定）により実施して

いる。

表6-10　前立腺がん検診実施状況 （令和元年度）

異常なし 要精密検査
年   齢  受診者数

検 診 結 果

80歳以上 91 86 5

総　　数 6,976 6,479 497

40～49歳 2,922 2,724 198

50～59歳 2,061 1,889 172

60～69歳 1,201 1,127 74

70～79歳 701 653 48

年　　齢 受診者数
検 診 結 果

異常なし 要精密検査

総　　数 4,245        3,870        375           

60歳 565           531           34            

75歳 980           855           125           

55歳 599           580           19            

65歳 754           698           56            

70歳 1,347        1,206        141           
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⑦　大腸がん検診

  35歳以上の区民を対象に、問診及び便潜血反応検査により実施している。

表6-11　大腸がん検診実施状況 （令和元年度）

⑧　喉頭がん検診

50歳以上の区民を対象に、区内の実施医療機関で問診、間接喉頭鏡検査及び

  ファイバースコープ検査により実施している。

表6-12　喉頭がん検診実施状況 （令和元年度）

35～39歳
男 837           788           49            -              

女 2,011        1,897        114           -              

40～49歳
男 3,145        2,970        175           

503           1              

-              

女 4,545        4,266        277           2              

50～59歳
男 3,530        3,259        271           -              

女 5,289        4,949        339           1              

60～69歳
男 5,624        5,120        504           -              

女 8,945        8,441        

1              

女 15,715      14,595      1,118        2              

676 17

70～79歳
男 10,401      9,195        1,205        

年　　齢 性別 受診者数
検 診 結 果

その他の所見

総　　数

178

99

79

異常なし 要精密検査

871

男 436 326 11

女 435 350 6

50～59歳
男 77 62            3              

女 115 86            1              

年      齢 性　別 受 診 者 数
検 診 結 果

陰性反応 陽性反応 検体不良

総　　数

75,874      69,253      6,607        14            

男 29,163      

女

26,105      3,057        1              

46,711      43,148      3,550        13            

80歳以上
男 5,626        4,773        853           -              

女 10,206      9,000        1,199        7              

12            

28            

27            

18            

70～79歳
男 164 123           3              38            

女 132 110           1              21            

60～69歳
男 114 85            2              

女 107 86            3              

80歳以上
男 81 56            3              22            

女 81 68            1              12            
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⑨  胃がんリスク検診

　 により実施している。（平成26年度から開始）

表6-13　胃がんリスク検診実施状況 （令和元年度）

（3）  眼科検診＜健康推進課＞

　50歳と55歳の区民を対象として、白内障、緑内障などの眼科疾病の早期発見、早期治療を目的

に、区内の実施医療機関で、問診、精密眼圧検査、精密眼底検査、細隙燈顕微鏡検査、矯正視力

検査及び屈折検査を実施している。

表6-14　眼科検診実施状況 （令和元年度）

（4）　骨粗しょう症予防検診＜健康推進課＞

　40歳、45歳、50歳､55歳、60歳、65歳及び70歳の女性区民を対象として、骨粗しょう症の予防、早期

発見、正しい知識の普及及び啓発を図るため、区内の実施医療機関で問診、握力測定及び骨密度

測定により実施している。

表6-15　骨粗しょう症予防検診実施状況 （令和元年度）

40歳・50歳・60歳の区民を対象に、問診、血液検査（血清ペプシノゲン値・ピロリ菌抗体値）

年　　齢 性別 受診者数
検診結果

異常なし 要精密検査

1,643        411           

40歳
男 460           375           85            

女 765           667           

総　　数

3,259        2,567        692           

男 1,205        924           281           

女 2,054        

98            

50歳
男 350           263           87            

女 687           541           146           

年　　齢 性別 受診者数
検 診 結 果

異常なし 要注意 要精密検査 要医療

60歳
男 395           286           109           

女 602           435           167           

110           50            

女 1,406        871           280           162           93            

総　　数

2,106        1,289        402           272           143           

男 700           418           122           

21            

女 729           465           140           77            47            
50歳

男 358           213           61            63            

年　　齢 受診者数
安全域 予防域 要精密検査域

29            

女 677           406           140           85            46            
55歳

男 342           205           61            47            

総　　数 6,688        3,465        2,669        554           

40歳 827           704           119           4              

45歳 726           603           114           9              

50歳 1,016        815           184           17            

55歳 914           528           352           34            

60歳 889           332           485           72            

65歳 970           248           602           120           

70歳 1,346        235           813           298           
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（5）　成人歯科検診＜健康推進課＞

　歯を失う大きな原因とされている歯周疾患等の早期発見、早期治療を目的とし、健全な口腔状況の

確保をめざし、40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳及び70歳の区民を対象として、区内の歯科医療

機関で問診、現在歯・喪失歯・歯周組織の状況検査を実施している。

表6-16　成人歯科検診実施状況 （令和元年度）

（  内    訳  ）

(6)　健康診査

①　区民一般健康診査＜健康推進課＞

　36歳から39歳の区民及び40歳以上の生活保護受給者等を対象に、メタボリックシンドローム

 （内臓脂肪症候群）の予防に重点をおいた健康診査を実施している。

表6-17　区民一般健康診査 （令和元年度）

40歳以上
男 2,095 2,066      29           1,798      174         123         

女 2,398 2,366      32           2,180      153         65           

86           

女 1,361 1,361      -            1,300      38           23           

57           
36～39歳

男 513 513         -            370         

訪問診査 情報提供 動機づけ支援
 年　齢 性別

総　　数

女 3,759 3,727      32           

231         

6,367 6,306      61           422         

男

積極的支援

3,480      191         88           

297         

209         

5,648      

2,608 2,579      29           2,168      

 受診者数
検 査 区 分 保 健 指 導 区 分

 外来診査

年齢 性別 受診者数

検 診 結 果

異常なし 要指導 要精検
4 ～ 5mm
に 達 す る
歯周ポケッ
ト が あ る

6mmを超
える歯周
ポ ケ ッ ト
が あ る

生 活 習
慣 等 で
治 療 を
要 す る

そ の 他

3,283  315     1,048  1,920  1,047  

1,239  107     362     770     

未 処 置
歯がある

要 補 綴
歯がある

423     154     385     111     

79      343     952     227     

17      66      

女 2,044  208     686     

92      55 11      

総数

1 

女 241     21      99      121     

男

53      

35      

3 

2 

189     567     116     12      

77 14      70 3 

4 
40歳

男 175     

3 

23      26      

3 

52 4 2 

1,150  624     

15      

51 

60 13      57 11 

45歳
男 144     17      40      87      49 

50歳
男 164     11      52      101     

女 266     26      109     131     70 14      

女 356     38      126     192     107 20      89 12 

24      85 16 1 16 

1 5 

3 

2 

51 10 1 5 

2 

86 13 

女 304     27      107     170     93 

6 

11 

55歳
男 152     14      50      88      51 16      

44 27      39 16 4 

- 

7 

女
60歳

男 131     14      31      86      

34      71 22 

204     17      69      118     62 21      53 14 

123     66 27      56 
65歳

男 183     18      42      

女 272     35      74      

29 6 3 

1 5 163     82 

7 

5 

女 401     44      102     255     133 62      113 
70歳

男 290     16      81      

5 36 

193     98 45      79 37 4 

- 67 -



②　35歳健康診査＜健康福祉センター＞

表6-18　35歳健康診査実施状況 （令和元年度）

 表6-19　うつスクリーニング実施状況（令和元年度）

③　国民健康保険特定健康診査＜健康推進課＞

　板橋区国民健康保険の被保険者のうち、40歳～74歳を対象にメタボリックシンドローム（内臓脂

肪症候群）の予防に重点を置いた特定健康診査を実施している。

表6-20　国民健康保険特定健康診査実施状況（令和元年度）

男

女

表6-21　国民健康保険特定保健指導実施状況 （令和元年度）

　※1　健診対象者数は、平成31年4月1日現在の対象年齢の被保険者数。健診除外者除外前の数。

　　　　国民健康保険団体連合会特定健診等データ管理システムによる。

　※2　保健指導対象者数は、特定健診の結果から保健指導対象となった人数。

　　　　保健指導除外者除外前の数。平成27年度より保健衛生システムで抽出している。

　※3　保健指導実施者数は、初回面接終了者数。

実施者数（Ｂ）　※3 490 391 99

暫定実施率（Ｂ/Ａ） 11.1% 12.7% 7.5%

総　　数 動機づけ支援 積極的支援

対象者数（Ａ）　※2 4,410 3,089 1,321

対象者数（Ａ）　※1 受診者数（Ｂ） 暫定受診率（Ｂ/Ａ）

83,545

37,329

44.7%15,505

21,824

項 目 総    数 保 健 指 導 区 分

　35歳の区民を対象に、生活習慣病への理解を深め、生涯を通じた健康づくりに役立てることを

目的とした健康診査を、各健康福祉センターが直営で５回ずつ実施している。健診日と結果日に

健康に関するミニ講座（生活習慣病予防、栄養、歯科、運動等）を実施している。

　併せて、うつスクリーニング問診票による聞き取りを行い、ハイリスク者に対しては精神保健福祉

相談や医療機関へつなげることによって適切な支援を行っている。

実 施 回 数 25 情報提供 動機づけ支援 積極的支援

受 診 者 数 904 788 52 64

30 45

女 640 599 22 19

男 264 189

実 施 者 数 904

個 別 対 応 者 数
38

（4.2％）
（健康福祉センター事業、医療機関、

地区担当保健師紹介　等）
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④　後期高齢者医療健康診査＜健康推進課＞

　75歳以上の後期高齢者医療の被保険者を対象に、生活習慣病を早期発見するための健康診

査を、国民健康保険特定健康診査に準じて実施している。

表6-22　後期高齢者医療健康診査実施状況（令和元年度）

男

女

　※　 65歳～74歳で、一定の障がい認定を受けている被保険者を含む。

　※　対象者数は、東京都後期高齢者医療広域連合が平成31年4月1日現在の被保険者数から

健診除外者の推計値を引いて算出。

（7）　肝炎ウイルス検診＜健康推進課＞

　35歳以上で平成14年度以降に肝炎ウイルス検診を受診したことがない区民を対象に、問診、B型・

C型肝炎ウイルス検査を実施している。

表6-23　肝炎ウイルス検診実施状況 （令和元年度）

総 数

6,883

判 定 結 果

現在、Ｃ型肝炎ウイルス
に感染している可能性
が高い

3,175

6,835 38

805

現在、Ｃ型肝炎ウイルス
に感染している可能性
が低い

3,159 16 3,182

805 804 803 1

80歳以上
男 149 149 148 149

3,175

年 　齢

男

Ｂ型肝炎ウイルス検査 Ｃ 型 肝 炎 ウ イ ル ス 検 査

女

7

3,695 63,701

受診者数

判　定　結　果

陽   性陰  性

性別

3,197

受診者数

13

対象者数（Ａ）　※ 受診者数（Ｂ） 受診率（Ｂ/Ａ）

63,093

32,715

53.5%11,942

20,773

672

537 535

351 349 347 351

6,870

男

6,913 6,873

3,716 3,698 3,676 22

受診者数

-

272 4女 279

1468
70～79歳

男 537 531 529

女 473 470 470 0 469

279 277 2 276

1 149

-

2 534 532 2

女 677 669 664 5 672

2

573 -

1

50～59歳
男 542 538 533 5

女 575 574 569 5 573

803
60～69歳

男 809 803 800 3 804

1
40～49歳

女 907 902

805

809 805 802 3

女 -

807 805 2

35～39歳

893 9 906

2 351 -

905

男
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（8）  健康手帳の交付＜健康推進課＞

　35歳以上の区民を対象に、健康診査・保健指導等の記録、その他の健康保持のために必要な事

項を記載し、自らの健康管理と適切な医療に資することを目的として健康手帳を交付している。

表6-24　健康手帳交付状況 （令和元年度）

  糖尿病が重症化するリスクの高い未受診者・受診中断者を医療に結びつけるとともに、糖尿病性

腎症で通院につながった患者へ糖尿病重症化予防プログラムを実施して、人工透析への移行な

表6-25　国保糖尿病重症化予防事業実施状況  (令和元年度）

　保健指導　（糖尿病重症化予防プログラム）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16

(9)　国保糖尿病重症化予防事業＜健康推進課＞

ど重症化を遅らせることを目的とする。

実施人数

受　　診　　勧　　奨 177

交 付 数 173

男 47

女 126

- 70 -



7　健康相談等

（1）　区民結核健診＜予防対策課＞

　区内在住の16歳以上の方で、胸部Ｘ線検査をする機会のない方を対象に実施。

表7-1　区民結核健診実施状況　　　　　　　 （令和元年度）

（2）　区民健康なんでも相談＜健康福祉センター＞

       　 区民の健康の保持・増進を目的とし、健康相談・栄養相談を実施している。　健康に関する相談を通して、生活習慣病の予防及び早期発見につなげるとともに、保健指導

を実施し、健康管理に関する正しい知識を普及している。

表7-2　区民健康なんでも相談実施状況　　　　　　　 （令和元年度）

実 施 回 数 12 7 5

項目 総    数
実施場所

保健所 赤塚健康福祉ｾﾝﾀｰ

来 所 者 数 35 19 16

項 目 総    数 板    橋 上板橋 赤    塚 志    村 高島平

相 談 者 数 11,347 2,927 1,734 2,511 2,664 1,511
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8　感染症予防

　「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」が一部改正され、平成19年4月1日

から施行された。最近の海外の感染症発生の状況、保健医療を取り巻く環境の変化、生物テロなどに

よる感染症発生防止などを含めた総合的な予防対策を推進することとなった。

　病原体等の所持規制や従来の感染症分類の見直しと共に結核予防法が廃止され同法は感染症法

に統合され、結核は感染症類型の二類に分類された。

　保健所では、感染症の発生・流行を未然に防ぐため、平常時防疫に努めるとともに、感染症発生時

には的確な対応によりその拡大を防ぐため、健康危機管理機能の強化を図っている。

　また、平成25年4月に「新型インフルエンザ等対策特別措置法」が施行されたことに伴い、区が既に

作成してきた「板橋区新型インフルエンザ対応指針」等を一本化し、「東京都板橋区新型インフルエン

ザ等対策行動計画」を策定した。

（1）  防疫対策＜予防対策課・健康福祉センター＞

   ① 平常時防疫

　保健所は感染症の発生、流行を未然に防ぐため、管内の衛生状態の把握に努めており、特に

集団生活施設の児童、生徒の原因不明の多数欠席については、迅速かつ確実な届出をするよう

医師会、学校等関係機関に協力を要請している。

　また、区民の食生活に関係の深い飲食物取扱者に対し、定期的に勧奨検便を実施し、赤痢、

O‐157等の病原体保菌者の早期発見に努めている。 

表8-1  感染症保菌者検索数（保健所分）    （令和元年度）

　※　陽性者には、感染症のほかに食中毒菌を含む。

　※　感染症（O-157)の件数は（　）に再掲している。

検 索 総 数 15,898 （14） 83 （14） 6,006 9,809

総        数

発 生 時 防 疫 平常時防疫

患者 ・接触者
　夏期特別勧奨
　飲食物取扱従事者
　集団給食施設従事者　等

一般検査

（1） 7 （-）

予防対策課
検索 83 （14） 83 （14） -

陽 性 総 数 30 (1) 17 （0） 6

-

陽性 17 （0） 17 （0） - -

板 橋
検索 6,335 - 2,118 4,217

陽性 7 (1) - 3 (1) 4 （-）

赤 塚
検索 2,050 - 1,005

693

陽性 - - - -
上 板 橋

検索 1,017 - 324

1,045

陽性 2 （-） - 1 （-） 1 （-）

高 島 平
検索 1,446 - 528

2,936

陽性 3 （-） - 1 （-） 2 （-）
志 村

検索 4,967 - 2,031

918

陽性 1 （-） - 1 （-） -
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表8-2  感染症保菌者検索数（東京都健康安全研究センター分）（令和元年度）

   ② 発生時防疫

　感染症法に基づき、医師から患者発生の届出を受けた保健所は、直ちに患者所在地保健所に

連絡をとっている（主に三類感染症）。また、速やかに積極的疫学調査を実施し、家族や接触者に

健康診断を勧告し、感染源の探索や潜在患者の早期発見と感染症のまん延防止に努めている。

表8-3  感染症発生届出等状況（平成30年12月31日～令和元年12月29日）

※五類感染症は全数把握疾病の届出数

表8-4  感染症診査協議会開催状況（令和元年度）

（2）  感染症定点観測調査＜予防対策課＞

　区では昭和55年4月から医師会の協力を得て区内の小児科、内科の医療機関のうち36か所を定

点観測所として毎週発生状況の報告を求め、感染症の流行の実態把握を行っている。

　情報を板橋区ホームページに掲載し速やかに地域に還元し、医療機関におけるプライマリケアの

推進、予防接種の接種勧奨など適切な予防措置を講じ、感染症のまん延防止に努めている。

表8-5  板橋区感染症定点観測調査実績　　(平成30年12月30日～令和元年12月28日）

コレラ（患者・関係者） -

海外旅行者検便 -

そ の 他 140

種 別 件 数

一 類 感 染 症 -

二 類 感 染 症 143

報告件数

三 類 感 染 症 16

四 類 感 染 症 41

五 類 感 染 症 269

開 催 回 数 24

疾　　病　　名 報告件数 疾　　病　　名

麻 し ん - 風 し ん 14

水 痘 423 溶　連　菌　感　染　症 1,588

流 行 性 耳 下 腺 炎 75 手 足 口 病 2,359

突 発 性 発 し ん 349 川 崎 病 5

百 日 せ き 様 疾 患 6 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 733

インフルエンザ様疾患 12,123 マイコプラズマ肺炎 105

伝 染 性 紅 斑 465 合　　　　　計 26,397

感 染 性 胃 腸 炎 7,606 咽 頭 結 膜 熱 191

不 明 発 し ん 症 128 RSウイルス感染症 227
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（3）　性感染症予防 ＜予防対策課・健康福祉センター＞      

　保健所及び各健康福祉センターでは、性感染症のまん延防止及び潜在患者の早期発見、早期治

療を期して、血液検査、健康相談のほか性感染症に対する正しい知識の普及に努めている。

   ① 性感染症検査

表8-6  性感染症検査実施状況

   ② エイズ予防

エイズに対する知識の普及啓発と匿名相談・匿名検査体制の確立により、二次感染防止を図っ

 てい る。

・ 相談業務 ： 保健所及び各健康福祉センターで実施

・ HIV抗体検査 ： 保健所で実施。検査日は原則として毎月1回木曜日に実施（6月、11月は

2回）

・ 予防知識の普及 ： 予防講演会、パンフレットの配布等

表8-7  エイズ予防相談・検査実施状況

表8-8  予防知識普及の実施状況

（令和元年度）

検 査 項 目 梅　　　　毒 性器クラミジア

実 施 実 人 員 数 266 244

検 査 結 果
（ 陽 性 数 ）

11 16

（令和元年度）

区 分 総　　数 保健所 板　橋 上板橋 赤　塚 志　村 高島平

相談件数
電話相談 395 394 - - - 1 -

来所相談 513 513 - - - - -

- -

（令和元年度）

区　　分 テーマ・内容 対　　　　象 参加者数

検 査 件 数 273 273 - - -

講演会 ＨＩＶ・性感染症について 都立大山高等学校１年生 201

 講演会 ＨＩＶ／ＡＩＤＳについて
都立中央・城北職業能力

開発センター板橋校
61

大学祭参加 ポスター・パネル展示、パンフレット配付等

日本大学医学部

…
東京家政大学

大東文化大学

淑徳短期大学
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（4）　肝炎ウイルス検診（B型、C型肝炎ウィルス）＜予防対策課＞

  区民一般健康診査等と同時期に実施する肝炎ウイルス検診対象者を除き、区内在住・在勤者で

    過去に肝炎ウイルス検査を受けたことがない者を対象に実施した。

表8-9  肝炎ウイルス検査実施状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （令和元年度）

　
　

　

(5)　風しん抗体検査＜予防対策課＞

　　先天性風しん症候群の予防を目的として、妊娠を希望する女性を対象に平成26年度から風しん

ワクチン接種事業と併せて風しん抗体検査事業を実施。

加えた。

表8-10　風しん抗体検査実施状況（令和元年度）

表8-11　風しん抗体検査実施状況（令和元年度）

(6)　結核予防＜予防対策課・健康福祉センター＞

  結核事情は、予防対策の進展、 化学療法を中心とする治療法の進歩、 公衆衛生及び生活水

    準の向上等により、登録患者数、死亡率は年々減少してきたが、ここ数年は減少率が鈍化している。

 平成30年のり患率は、全国12.3、東京都13.0、板橋区17.1となっている。平成30年度においては

    65歳以下の働き盛り、特に30歳代、40歳代の結核患者が例年より多い状況であった。80代以上が多く、続いて20歳代、70歳代の順となっている。

 結核は、今なお我が国最大の感染症であることに変わりなく、今後とも引き続き啓発に努める必要

    が ある。

  なお、平成19年3月31日、結核予防法は廃止され、平成19年4月1日から結核は「感染症の予防

　  及び感染症の患者に対する医療に関する法律」に統合された。

　①  患者登録状況　

 保健所では、医師からの届出に基づき、区内に居住する結核患者について結核登録票を備え、

    症状、治療状況等を記録し、結核患者及びその家族等に対する健診の実施、服薬・療養支援、その

    他感染防止措置などの指導を行っている。

 なお、令和元年の新登録患者数は85人、り患率は人口10万人に対して14.6であった。

9 39 - -

実 施 回 数 受 診 者 数
陽 性 者 数

HB ｓ 抗 原 HCV 抗 体

　平成30年10月29日から、妊娠を希望する女性及び妊婦のパートナー、妊婦の同居人を対象に

　実　施　実　人　員 1,116人

 令和元年度から定期接種となった風しん第5期予防接種の前置として風しん抗体検査を実施します。

　実　施　実　人　員 4,988人
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表8-12  結核登録患者数 （結核サーベイランス年報  令和元年12月31日現在）

治療中 観察中

189 48   40   19   19   -    117 24   22    40      

2    -    -    -    -    -    2    -    -      2        

-    -    -    -    -    -    -    -    -      -        

-    -    -    -    -    -    -    -    -      -        

-    -    -    -    -    -    -    -    1      -        

10   3    2    -    -    -    4    3    1      9        

13   3    3    1    1    -    8    2    -      4        

6    -    -    -    -    -    4    2    -      3        

11   2    1    -    -    -    8    1    1      3        

10   3    3    -    -    -    7    -    1      1        

14   3    3    1    1    -    9    2    4      3        

8    4    3    2    2    -    4    -    2      2        

8    4    4    1    1    -    4    -    -      2        

15   4    4    4    4    -    9    2    1      4        

19   4    4    1    1    -    14   1    3      1        

10   4    4    4    4    -    5    1    3      2        

23   4    2    -    -    -    14   5    3      1        

14   5    4    3    3    -    7    2    1      2        

10   2    1    1    1    -    8    -    1      1        

16   3    2    1    1    -    10   3    -      -        

85   85   73   39   39   -    -    -    40    ・

1    1    1    -    -    -    -    -    -      ・

-    -    -    -    -    -    -    -    -      ・

-    -    -    -    -    -    -    -    -      ・

-    -    -    -    -    -    -    -    2      ・

5    5    4    -    -    -    -    -    2      ・

4    4    4    2    2    -    -    -    1      ・

1    1    1    -    -    -    -    -    -      ・

4    4    2    -    -    -    -    -    4      ・

4    4    4    1    1    -    -    -    4      ・

5    5    5    4    4    -    -    -    4      ・

5    5    5    3    3    -    -    -    3      ・

5    5    5    2    2    -    -    -    2      ・

5    5    5    5    5    -    -    -    3      ・

6    6    6    2    2    -    -    -    3      ・

7    7    7    7    7    -    -    -    7      ・

8    8    6    1    1    -    -    -    2      ・

11   11   8    7    7    -    -    -    1      ・

6    6    4    2    2    -    -    -    1      ・

8    8    6    3    3    -    -    -    1      ・

　※　新登録患者とは平成31年1月～令和元年12月までの期間に新規に登録された新患者数

（治療終了者等を含む）を示す。 　

年 齢 階 層 別

総

数

活 動 性 結 核 不
活
動
性
結
核

活

動

性

不

明

（

別

掲

）

菌
陰
性
・

総数 初回 再治療

潜
在
性
結
核

感
染
症総

数

肺 結 核 活 動 性 活

動

性

肺

外

結

核

総数

喀痰塗抹陽性 結
核
菌
陽
性

そ

の

他

の

そ
の
他

-     -     -    

10～14歳 -     -     -    

結

核

患

者

登

録

者

総　数 14    7     8    

  0～4歳 -     -     -    

  5～9歳

25～29歳 -     2     -    

30～34歳 -     -     -    

15～19歳 -     -     -    

20～24歳 2     -     1    

45～49歳 1     1     -    

50～54歳 -     1     1    

35～39歳 1     -     1    

40～44歳 1     2     -    

65～69歳 3     -     -    

70～74歳 -     -     -    

55～59歳 2     1     -    

60～64歳 -     -     -    

85～89歳 -     -     1    

90歳以上 1     -     1    

75～79歳 2     -     2    

80～84歳 1     -     1    

-     -     -    

10～14歳 -     -     -    

新

登

録

患

者

総　数 23    11    12   

0～4歳 1     -     -    

5～9歳

25～29歳 1     1     -    

30～34歳 -     1     -    

15～19歳 -     -     -    

20～24歳 2     2     1    

45～49歳 -     1     -    

50～54歳 1     1     -    

35～39歳 2     -     2    

40～44歳 3     -     -    

65～69歳 2     2     -    

70～74歳 -     -     -    

55～59歳 2     1     -    

60～64歳 -     -     -    

1     1     2    

90歳以上 3     -     2    

※ 75～79歳 4     1     2    

80～84歳 1     -     3    

85～89歳
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表8-13  結核患者受療状況 （感染症サーベイランスシステム年報  令和元年12月31日現在）

　②　医療費公費負担

  結核患者及び患者家族の経済的負担を軽減し、適正な医療の普及を図るため医療費の公費

負担制度が設けられている。　

  この公費負担は、板橋区保健所に設けられている感染症診査協議会の診査を経て、保健所長　　

が決定している。

表8-14　一般（37条の2）及び入院勧告（37条）患者結核医療費公費負担取扱件数（令和元年度）  

※　「承認」とは、公費で負担することを承認したものである。

※　「不承認」には、保留者を含んでいる。

表8-15  入院勧告患者数及び退院患者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和2年3月31日現在）

　③　療育給付等

 満18歳未満の者で結核治療で入院を必要とする者に対して医療給付等を行っている。

表8-16  療養給付取扱件数 (令和元年度）

　④　結核健康診断

  法に基づき、患者の早期発見と発病予防を目的とする健康診断を実施している。

　　ア　 定期の健康診断

     区長、事業者､学校長、施設の長が実施責任者となって、法で定められた定期に実施して

  いる。

活

動

性

不

明

潜

在

性

結

核

感

 
染

 
症

（

別

掲

）

総

数

肺 結 核 活 動 性 活

動

性

肺

外

結

核

40   

治療中 観察中

そ

の

他

菌

陰

性

・

不

活

動

性

結

核

総　　数 189  48   40   19   19   -     14   

総数

喀痰塗抹陽性 結
核
菌
陽
性

そ

の

他

の

総数 初回 再治療

受療状況

総

数

活 動 性 結 核

16   14   13   13   

7     8     117  24   22   

2     -     -     1     4     -     

-     -     

外来(他疾患入院) 3     2     2     -     - -     -     

-     -     1     2     -     -     入 院 16   

1     40   

16   -     

治療なし 126  1     -     -     -     -     -     

-     14   4     5     -     12   外来(通院) 40   28   23   5     5     

4     1     1     1     1     

-     1     117  8     

本人 家族

申　請
37条の2 193 50 20

1     -     

項　目 区 分 総 数
社 会 保 険 国民健

康保険
生　 活
保護法

後期高齢者
医療制度 その他

-     -     -     -     -     3     不 明

31 32 58 2

37 条 128 19 6 34 24 36 9

32 57 2

37 条 128 19 6 34 24 36 9

1 - -

承　認
37条の2 191 49 20 31

　認　定　件　数 1件 延　給　付　件　数 2件

-

30 年 度 末 現 在
入院勧告患者数

元年度
入院勧告患者数

元 年 度 末 現 在
入院勧告患者数

7 42 5

不承認
- 1 -

37 条 - - - - - -

37条の2 2
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表8-17　区長が行ったＸ線検査 （令和元年度）

表8-18  事業者、学校長、施設の長が行ったもの（報告受理分） （令和元年度）

　　イ　接触者健診

   患者の家族、患者との接触者を対象に区長が実施責任者として実施している。

表8-19　接触者健診 （令和元年度）

　※要医療には潜在性結核感染症を含む

　　ウ　その他の健康診断

　　　　　患者管理検診

     結核登録患者のうち、ⅰ）要医療であるにもかかわらず治療中止又は未治療の者、ⅱ）医療を

  必要としないと認められてから2年間医師の管理下にない者、ⅲ）その他病状の不明の者を対象

  として随時、精密検査を実施し、的確な患者管理に努めている。

表8-20　患者管理検診実施状況 （令和元年度）

　⑤　日本語学校就学生結核検診

  東京都における結核対策の重点的な対象者である外国人への対策として、区内の日本語学校

就学生を対象に胸部X線検査を実施している。

表8-21　日本語学校就学生結核検診実施状況（令和元年度）

区　　　　　分 受 診 者 数

65歳以上（特定健康診査等） 60,936

種 別 X線撮影
かくたん
検　　査

そ の 他
の 検 査

要医療 要観 察

総 数 24,298      8              56            -              -              

4              48            -              -              

事 業 者 15,404      4              8              -              

-              -              

ツベルクリン
反応検査

ＱＦＴ検査 X線撮影
かくたん
検　　査

要医 療

内
　
訳 施 設 の 長 1,377        -              -              

-              

学 校 長 7,517        

要観察

総 数 9              340           359           -              5              16            

8              

接触者（家族を除く） 9              283           293           -              2              8              

患 者 家 族 -              57            66            -              3              

-

受 診 者 数
（ 実 人 数 ）

X線撮影
かくたん
検　　査

そ の 他
の 検 査

要医療 要観 察

109 109 - - -

受　診　者　数 異常なし 要精密

572 561 11
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9　予防接種

　（1）　定期予防接種＜予防対策課・健康福祉センター＞

  予防接種法に基づいて予防接種を実施し、感染の恐れがある疾病の発生及びまん延予防を図っ

ている。

表9-1  定期予防接種 （令和元年度）

種              別 対 象 者 数
実 施 者 数

接種率(％)
接種完了者 予診のみの者

1 99.3

第 2 回 4,190 4,212 - 100.5

　　Ｂ　　Ｃ　　Ｇ 　（結　核） 4,190 4,199 1 100.2

百日せき
ジフテリア
破傷風　 　　　　混
合
急性灰白髄炎

第Ⅰ期
初 回

第 1 回 4,190 4,161

第 3 回 4,190 4,210 1 100.5

第 Ⅰ 期 追 加 4,190 4,225 4 100.8

…

第 2 回 … 1 - …
百日せき
ジフテリア
破傷風　　　　　混合

第Ⅰ期
初 回

第 1 回 … 1 -

第 3 回 … 1 -

ジ フ テ リ ア ・ 破 傷 風 第 Ⅱ 期 4,051 2,906 - 71.7

…

第 Ⅰ 期 追 加 … - - …

急性灰白髄炎
不
活
化

ワ
ク
チ
ン

第 1 期
初 回

第1回 … -

第3回 … 4 - …

第 Ⅰ 期 追 加 … 14 - …

- …

第2回 … 1 - …

93.1

日  本  脳  炎
※1

第Ⅰ期 第 1 回 4,340 4,356 1 100.4
初 回 第 2 回

麻 し ん ・ 風 し ん 第 Ⅰ 期 4,326 4,198 2 97.0

第 Ⅱ 期 4,310 4,011 1

1 94.6

ヒ  ブ  感  染  症
初 回

第 1 回 4,215 4,156

4,340 4,370 2 100.7

第 Ⅰ 期 追 加 4,340 4,224 1 97.3

- 98.6

第 2 回 4,215 4,078 - 96.7

第 Ⅱ 期 4,340 4,106

第 3 回 4,215 4,063 - 96.4

追 加 4,215 4,060 4 96.3

小児の肺炎球菌
感染症

初 回

第 1 回 4,215 4,195 -

第 3 回 4,215 4,193 - 99.5

追 加 4,215 4,292 3 101.8

99.5

第 2 回 4,215 4,162 - 98.7

2.8

第3回 1,926 47 - 2.4

ヒトパピローマウイルス
感染症 　※2

第1回 1,926 65 - 3.4

第2回 1,926 54 -

92.9

Ｂ　型　肝　炎
※３

第1回 4,215 4,122 - 97.8

第2回 4,215 4,118

水　　　痘
第1回 4,326 4,246 2 98.2

第2回 4,326 4,019 -

221 89 -

- 97.7

第3回 4,215 4,149 - 98.4

- 21.1

　　風　し　ん　（　第　５　期　）※５ … 1,007 3 …

40.3

高齢者の肺炎球菌
感染症 　※４

65 歳 等 19,359 3,610 - 18.6

60～65歳未満 57 12

高齢者インフルエンザ
65 歳 以 上 133,377 58,177 - 43.6

60～65歳未満
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※1 平成17年度から21年度までの接種勧奨差し控えで接種の機会を逃した者への特例

措置として、平成7年4月2日から平成19年4月1日生まれの者については20歳未満

までに未接種回数分を接種することができる。平成19年4月2日から平成21年10月1日

生まれで平成22年3月31日までに第1期の定期接種が完了していない者については、

9歳以上13歳未満までに未接種回数分を接種することができる。

令和元年度は、年度中に18歳になる者（平成13年4月2日から平成14年4月1日生）に

対して特例第2期の接種勧奨を実施した。

※2 平成25年度から引き続き接種の勧奨を差し控えている。

※3 平成28年10月1日より、Ｂ型肝炎が定期接種に追加された。

※4 平成26年10月1日より、高齢者の肺炎球菌感染症が定期接種に追加された。

令和元年度は経過措置により、年度中に65、70、75、80、85、90、95、100歳以上に

なる者および60歳から65歳未満の一定の障がいを有する者を対象に実施した。

※5 平成31年4月1日より、風しん（第５期）が定期接種に追加された。

　（2）任意予防接種＜予防対策課＞

① 風しんワクチン

　平成25年度より先天性風しん症候群の予防を目的に、妊娠を希望する女性を対象に実施し、

平成26年度からは風しん抗体検査事業と併せて実施している。

　平成30年10月29日から、妊娠を希望する女性及び妊婦のパートナー、妊婦の同居人を対象

に加えた。

表9-2  風しんワクチン接種実施状況 　　　 （令和元年度）

② 麻しん風しん混合

　麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチンの第1期・第2期の定期予防接種の機会を逃した、19歳未満の

区民に対し、平成29年4月より実施している。

表9-3  麻しん風しん混合接種実施状況 　　　（令和元年度）

③ おたふくかぜワクチン

　平成30年4月2日以降に生まれた１歳児に対し、令和元年10月1日より実施している。

表9-4  おたふくかぜワクチン接種実施状況 　　　（令和元年度）

　（3）里帰り出産等による定期予防接種費用の助成＜予防対策課＞

  平成30年度より里帰りで出産した乳児及び同行する乳児の兄弟姉妹が、乳児の出生後４か月目の

前日までに23区外で接種した定期予防接種の費用について、その全部または一部を助成している。

表9-5  里帰り出産等による定期予防接種費用助成金支給状況 　　　（令和元年度）

支　　給　　件　　数 165

接　　種　　者　　数 1,246

接　　種　　者　　数 140

接　　種　　者　　数 3,018
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10　在宅難病相談事業

  （1）　在宅難病患者訪問診療事業＜健康福祉センター＞

    寝たきり等により受療が困難な在宅難病患者に対し、医療の確保と療養環境の向上を図ることを

　目的とし、東京都が東京都医師会に委託し、板橋区医師会が昭和63年度から実施、保健所・健康

　福祉センターが協力している事業である。

    訪問診療時には地区担当保健師が同行し、訪問診療後のケース検討会にも参加している。

表10-1   訪問診療事業実施状況　（令和元年度）

  （2）  在宅難病患者療養相談＜健康福祉センター＞

    相談を希望する患者又は家族に対して、保健師が個人面接を行うとともに、必要に応じて家庭

     訪問をし、日常生活の相談支援をしている。

表10-2  療養相談実施状況 (令和元年度）

　（3）  難病講演会＜予防対策課＞

    難病患者や家族等を対象に、病気についての正しい知識や療養生活の留意点等について、

 講演会を実施している。

表10-3  難病講演会実施状況 （令和元年度）

　（4）  膠原病患者交流会＜予防対策課＞

　　膠原病患者同士の交流と情報交換等の場として、交流会を実施している。

表10-4  膠原病患者交流会実施状況（令和元年度）

実 人 数 延 人 数

18 44

項 目 総    数 板    橋 上板橋 赤    塚 志    村 高島平

訪　問
実人数 54         24        4         8         10        8         

延人数 145        71        14        17        28        15        

186      203      

43        57        

総 数 1,250     473      159      229      

面 接 263        73        20        70        

48        67        

そ の 他 22         8         4         1         7         2         

電 話 326        97        48        

膠原病をよく知るための講座 44

関係機関連絡 650        295      98        92        

相 談
（ 延 ）

66        

77        

テ    ー    マ 参加者数

自己免疫性の肝臓病の最新情報 19

88        

参 加 者 数 （ 延 ） 30

パーキンソン病の理解と最新情報 77

難病患者が知っておきたい社会保障制度 25

実 施 回 数 3
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　（5）  東京都が実施する在宅難病患者支援事業＜予防対策課・健康福祉センター＞

　　在宅難病患者の療養環境の整備を図ることを目的に東京都が実施している。板橋区では利用の

　相談及び申請受付を行っている。

①在宅難病患者医療機器貸与事業

　　在宅で吸入器及び吸引器を必要とする難病患者に対し、医療機器を貸与する。

 　　（ただし、障害者総合支援法のサービスの利用が優先となる。）

表10-5　医療機器貸与事業利用状況（令和元年度）

②在宅人工呼吸器使用難病患者訪問看護事業

　　在宅で人工呼吸器を使用しており、主治医が診療報酬の回数を超える訪問看護が必要である

　と認めた難病患者に対し、訪問看護ステーション等に委託して年260回を限度に訪問看護を実施

　する。

表10-6  訪問看護事業利用状況（令和元年度）

③在宅難病患者一時入院事業

　　在宅難病患者を介護する家族等が病気等により一時的に介護できなくなった場合、患者が短期

　入院できる病床を都内医療機関に確保している。（20床）

　　1回の入院期間は最長1か月間で、年度内で90日までの入院が可能となっている。

表10-7　一時入院事業利用状況（令和元年度）

利 用 者 数 6

利 用 者 数 2

利 用 者 数 （ 延 ） 5
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11　公害健康被害補償

（1）　公害健康被害補償給付＜予防対策課＞

 公害健康被害被認定者に対し、療養の給付のほか6種類の給付を行っている。

表11-1  公害健康被害被認定者数 (令和2年3月31日現在)

（2）　公害保健福祉・予防事業＜予防対策課・健康福祉センター＞

　大気汚染により損われた健康を回復・保持させるとともに、予防を図るために次の事業を実施し

 ている。

①　家庭療養指導

区内在宅認定患者を家庭療養指導員が訪問し療養指導を行う。

表11-2　家庭療養指導実施状況 （令和元年度）

②　水泳教室

水泳指導を行い基礎的体力の増進を図るとともに、指定疾病に係る知識普及に関する指導

　等を実施している。

表11-3　水泳教室実施状況 （令和元年度）

 

③　インフルエンザ予防接種助成事業

　　公害健康被害被認定者の健康保持を図るため、インフルエンザ予防接種費用の自己負担額

　を助成する。（平成23年度から全てのインフルエンザ予防接種、全ての被認定者が助成対象と

　なった。）

表11-4　インフルエンザ予防接種助成実施状況（令和元年度）

認 定 疾 病 障 害 の 程 度

総　　　数 1,356 総　　　数 1,356

慢 性 気 管 支 炎 30 特 級 -

気 管 支 ぜ ん 息 1,326 1 級 -

ぜん息性気管支炎 - 2 級 51

肺 気 し ゅ - 3 級 895

級 外 410

訪 問 指 導 件 数 （ 延 ） 632

日 数 6

参 加 者 数 （ 延 ） 151

対 象 者 小学1年生～6年生

助 成 人 数 477
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④　健康相談

　　予防事業として、地域住民を対象に気管支ぜん息・慢性閉塞性肺疾患等呼吸器疾患に関する

　相談及び指導を行うとともに、当該疾患の予防、知識の普及及び意識の向上を図るため、講演会

　等を開催している。

表11-5　健康相談実施状況 （令和元年度）

⑤　乳幼児呼吸器健診

　　1歳6か月児を対象に問診等を行い、リスク児に対して、医師による指導、相談を行うことにより、

　ぜん息発症の予防、早期発見を図る。

表11-6  乳幼児呼吸器健診実施状況 （令和元年度）

（3）  大気汚染に係る健康障害者に対する医療券交付＜予防対策課＞

　大気汚染の影響を受けたと推定される疾病にかかった者(18歳未満)に対し、疾病の認定を行い、

医療券を交付し、健康障害の救済を図っている。

　平成27年度から、制度改正により新規申請は18歳未満に限られている。ただし、18歳以上の既認

定者は、引き続き医療費助成の対象となる。

表11-7  大気汚染障害者被認定者数　（令和2年3月31日現在）

開 催 回 数 2

参 加 者 数 （ 延 ） 68

項　　　目 開催回数 受診者数 場　　　所

一 次 問 診 106 4,004 各健康福祉センター

専 門 医 健 診 11 73 板橋・赤塚・志村健康福祉センター

認　　定　　疾　　病 人　　　数

慢 性 気 管 支 炎 -

気 管 支 ぜ ん 息 2,334

ぜ ん 息 性 気 管 支 炎 -

肺 気 し ゅ -

合　　　　　　　　計 2,334
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12　精神保健福祉

（1）　自殺対策に関する取組み

①板橋区自殺対策地域協議会＜予防対策課＞

　板橋区の自殺対策について、関係機関が連携・協力して総合的かつ効果的な推進を図るために

板橋区自殺対策地域協議会を開催し、令和2年3月「板橋区いのちを支える地域づくり計画２０２２」

を策定した。

表12-1  板橋区自殺対策地域協議会  （令和元年度）

②　地域自殺対策講演会＜予防対策課＞

　こころの健康に関する正しい認識を持ち、自殺対策について理解を深めることができるよう、講演

　会を行った。

表12-2  地域自殺対策講演会（令和元年度）

③　ゲートキーパー研修・自殺対策シンポジウム＜予防対策課＞

　自殺予防の相談ができる区民・区職員を増やすために実践的なゲートキーパー研修を行った。

また、引き続き、自殺対策シンポジウムを開催した。

表12-3  ゲートキーパー研修、自殺対策シンポジウム（令和元年度）

（2）　地域精神保健福祉連絡協議会＜予防対策課＞

　精神保健福祉活動を総合的かつ効果的に推進するために、地域精神保健福祉連絡協議会を

開催している。（平成30年度・令和元年度は休会）

　また、講演会を実施することで、地域連携のネットワークの構築を図っている。

　（令和元年度は未開催）

表12-4  協議会講演会  （令和元年度）

（3）  精神保健福祉に関する相談支援

 ①　精神保健福祉相談等＜予防対策課・健康福祉センター＞

　  精神疾患が疑われる者又は精神障がい者、及びその家族等を対象に、医師、保健師、心理

  職による相談や家庭訪問、及び精神科専門医相談、酒害ミーティング等を実施している。

表12-5 精神保健福祉相談（予防対策課・健康福祉センター） （令和元年度）

  

 

　※　所内相談の内容は、面接・電話・関係機関連絡・文書である。

開 催 回 数 2

実 施 日 数 1

参 加 者 数 （ 延 ） 67

実 施 日 数 1

参 加 者 数 （ 延 ） 34

開 催 回 数 未開催

その他
(摂食障害含） 計

人 数 （ 実 ） 175      12        149      72        1,552 1,960

区　　分 社会復帰 老人精神保健
ｱﾙｺｰﾙ・薬物･

ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ 思春期 心の健康づくり

16,430  24,549

所内相談 2,264   259      735      440      3,863   15,560  23,121

人 数 （ 延 ） 2,371   279      819      466      4,184   

870      1,428家庭訪問 107      20        84        26        321      
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表12-6  精神科専門医相談（健康福祉センター）（令和元年度）

表12-7  ひきこもり相談（予防対策課） （令和元年度）

表12-8  酒害ミーティング（予防対策課）（令和元年度）

 ②　精神保健福祉講演会＜予防対策課＞

 　 精神保健福祉における様々なテーマに関して講演会を実施し、支援対象者及び区民への

  知識の普及と啓発を行っている。

表12-9  精神保健福祉講演会 （令和元年度）

③　こころのリハビリテーショングループ（デイケア）＜健康福祉センター＞

　社会参加や障がい福祉サービス利用が困難な精神障がい者等に対して、社会的自立への動

機づけと社会参加の促進を図るため、ミーティング、創作活動、スポーツ、レクリエーション及び生

活実習等のグループ活動を、１日制で週１回実施している。

表12-10  こころのリハビリテーショングループ （令和元年度）

④　こころの健康づくり講座＜健康福祉センター＞　　　

　ライフステージの中で育児や働き盛りなど、ストレスが高まる時期にある方を対象に、その時期

に多い心の問題についての上手な対処法などについて普及･啓発を行っている。

表12-11　こころの健康づくり講座　（令和元年度）

実 施 回 数 83

参 加 者 数 （ 延 ） 127

項　　　　目 実 施 回 数 参 加 者 数 （ 延 ）

専 門 医 相 談 12 17

家 族 教 室 20 246

実 施 回 数 33

参 加 者 数 （ 延 ） 130

実 施 回 数 3

参 加 者 数 （ 延 ） 155

項 目 総    数 板    橋 赤    塚 志    村

実 施 回 数 142           44        49        49        

22        23        

利 用 者 （ 延 ） 732           149      368      215      

実 施 回 数 5

参 加 者 数 （ 延 ） 114

利 用 者 （ 実 ） 65            20        
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⑤　うつ病家族教室＜予防対策課＞

　うつ病の基本知識及び適切な対処法の習得、家族のストレスマネージメント法の習得を目指し、

うつ病家族の支援を図っている。

表12-12 うつ病家族教室 （令和元年度）

（4）  こころの健康サポーター養成＜予防対策課＞

　精神障がいやメンタルヘルスについて正しい知識と意識を持ち、精神障がい者を支援できる区民

　　を増やすことを目的として、「こころの健康サポーター養成講座」を実施している。

表12-13　こころの健康サポーター養成 （令和元年度）

（5）  医療保護入院における区長同意＜予防対策課＞

　精神障がい者が、医療及び保護のため入院の必要がある場合で家族がいないとき、精神保健及

び精神障害者福祉に関する法律に基づき、区長の同意により医療保護入院させることができる。

表12-14　区長同意件数（令和元年度）

（6）  成年後見制度利用支援事業＜健康福祉センター＞

　板橋区長等の申立により成年後見等が開始された低所得の方を対象とした成年後見人等に対

する報酬の助成を行っている。

表12-15  成年後見制度利用支援事業 （令和元年度）

（7）　精神保健福祉に関する都の経由事務＜予防対策課・健康福祉センター＞

　保健所における精神保健行政の一環として、自立支援医療（精神通院医療）の申請、小児(18歳

未満)精神障がい者入院医療費助成の申請、警察官通報の処理、医療保護入退院届、定期病状

報告、措置症状消退届等の経由事務を行っている。

表12-16  自立支援医療申請取扱状況  (令和元年度）

　※　疾患不明は、他区・他県からの転入者、変更や再交付申請者等である。

192人

実 施 回 数 10

参 加 者 数 （ 延 ） 122

こ こ ろ の 健 康 サ ポ ー タ ー 登 録 人 数

フ ォ ロ ー ア ッ プ 教 室 （ サ ポ ー タ ー 広 場 ） 14回　　　　延 230人

同 意 件 数 50

区 長 申 立 件 数 1 報 酬 助 成 件 数 11

申 請 件 数 15,747

疾

患

別

内

訳

統合失調症 3,526 精神遅滞 184

気分（感情）障害 6,697 心理的発達の障害 669

器質性精神障害 452 行動・情緒障害 476

-

神経症障害・ストレス関連障害 1,571 不　　明　※ 721

薬物による精神行動障害 500 てんかん 751

人格・行動障害 144

身体的要因に関連した行動障害 56 睡眠障害
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表12-17  小児精神障がい者入院医療費助成制度申請取扱状況（令和元年度）

表12-18  精神障害者保健福祉手帳所持者数（令和元年度）

表12-19　警察官通報処理取扱状況（令和元年度）　 

表12-20  医療保護入退院届、定期病状報告、措置症状消退届等取扱状況（令和元年度）

　

　

取 扱 件 数 6

総    数 1 級 2 級 3 級

取 扱 件 数 4,637

5,501 260      2,597   2,644   

通 報 件 数 135
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